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平成29年度第１回　松野町議会臨時会

補正予算の概要

　平成29年第１回松野町議会臨時会が、１月27日㈮に招集され提出議案が審議されました。主な内容は次のとおり
です。

議案
 動産の買入れについて
 松野町滑床観光施設の指定管理者の指定について
 松野町河川公園施設の指定管理者の指定について
 平成28年度松野町一般会計補正予算（第７号）
　　　　　　▼原案どおり可決されました。

補正予算の概要
平成28年度松野町一般会計補正予算（第７号）
　補正額：3,050万円　（補正後の予算：36億1,380万６千円）
商工費☞ 観光費に、滑床観光施設及び河川公園施設の指定管理者の変更により、当該施設に係る指定管理料の精算

と追加を行う必要があることから、滑床観光施設指定管理料2,500万円と河川公園施設指定管理料550万円を
それぞれ追加。

森
の
国
人
権
の
集
い

１
28

　

１
月
28
日
㈯
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
平
成
28
年
度
森

の
国
人
権
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、「
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
や
偏
見
を
解
消
し
、
ゆ
た
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
と
も
に
考
え
て
行
動
し
て
い
く
」
を
テ
ー
マ
に
町
と
町

教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
当
日
は
約
１
７
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
保
育
園
児
に
よ
る
人
権
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ぬ
り
絵

や
児
童
・
生
徒
の
人
権
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

町
隣
保
館
や
森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も

会
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
こ
と

会
就
労
支
援
事
業
所
「
よ
つ
ば
」
と
障
害
者
支
援
施
設
「
フ
レ

ン
ド
ま
つ
の
」
に
よ
る
出
展
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

集
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
歌
う
旅
芸
人
「
う
〜
み
」
さ
ん
に
よ
る
人
権

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
う
〜
み
」
さ
ん
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
難
を
音
楽
に
よ
り
助
け
ら
れ
、
そ
の
音
楽
に
恩
返
し

を
し
た
い
と
の
思
い
で
全
国
を
回
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
自
身
の
生
い
立
ち
や
体
験
に
つ
い
て
、
ピ
ア
ノ
を
奏

で
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
大
け
が
を
さ
れ
、
障

が
い
を
持
つ
身
と
な
り
、「
死
に
た
い
」
と
思
い
な
が
ら
も
必

死
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
再
び
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
。
反
感
を
持
っ
て
い
た
母
親
が
、
一
生
懸
命
リ
ハ
ビ
リ

を
支
え
て
く
れ
た
こ
と
や
、
亡
く
な
ら
れ
た
際
の
心
情
に
つ
い

て
の
弾
き
語
り
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

お
り
、
中
に
は
涙
を
流
す
人
も
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
前
向
き
に
人
生
を
歩
み
た

い
」、「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
あ
き
ら
め
な
い
よ
う

に
向
き
合
い
た
い
」
等
の
感
想
や
、
来
年
も
人
権
講
演
会
を
積

極
的
に
開
催
す
べ
き
と
の
回
答
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
人
権
に
関
す
る
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

森 の国だより



3

森
の
国
　
走
っ
て
む
す
ぼ
う
　
心
の
タ
ス
キ

松
野
町
駅
伝
大
会

１
15

　

１
月
15
日
㈰
、「
森
の
国　

走
っ
て
む
す
ぼ
う　

心
の
タ
ス
キ
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
新
春
恒
例
の
松
野
町
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
49
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
は
、
駅
伝
を
通
し
て
町
民
の
健
康

増
進
と
心
の
結
束
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
12
区
間
、
約

26
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
各
地
域
か
ら
８
チ
ー
ム
96
名
の
選
手
が
、
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
互
い
の
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
延
野
々
分
館
の
黒く
ろ

澤さ
わ

玄げ
ん

之の

進し
ん

選
手
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、

午
前
10
時
10
分
に
坂
本
町
長
の
号
砲
で
、
目
黒
郵
便
局
前
を
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雪
が
ち
ら
つ
く
寒
い
日
で
し
た
が
、
コ
ー
ス
沿
道
で
は
大
勢

の
方
が
選
手
に
激
励
や
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
応
援
を
受
け
た
選
手

た
ち
は
、
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
最
後
ま
で
懸
命
に
走
り
き
り
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
終
盤
に
見
事
な
追
い
上
げ
を
見
せ
た

吉
野
分
館
が
優
勝
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

森 の国だより

区間賞
　１区　中山登志郎（延野々）９：36　　　　　７区　有馬　幸香（蕨生・奥野川）10：17
　２区　友　康士郎（延野々）９：18　　　　　８区　池本　篤史（吉　野）12：32
　３区　稲田　大翔（松　丸）９：05　　　　　９区　加形　彰朗（豊岡前）５：10
　４区　山下　諒馬（延野々）10：05　　　　　10区　山田　真理（豊岡後）６：51
　５区　黒澤玄之進（延野々）11：54　　　　　11区　竹田　有吾（吉　野）６：53
　６区　東　　晴七（吉　野）４：00　　　　　12区　金谷　英樹（蕨生・奥野川）３：27

順　位 チーム名 タイム 備　考
１　位 吉野 １：44：35
２　位 延野々 １：46：45
３　位 松丸 １：50：11
４　位 豊岡後 １：54：01
５　位 富岡・上家地 １：58：39
６　位 蕨生・奥野川 １：58：40
７　位 目黒 ２：02：06

豊岡前 １：50：18 走路外走行のため
参考記録とする
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軽
ト
ラ
市

１
29

　

１
月
29
日
㈰
、
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
前
広
場
で
軽
ト
ラ

市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
商
店
街

の
活
性
化
を
目
的
に
、
商
工
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
出
品
者
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
荷
台
に
商
品

を
載
せ
対
面
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
出
店
が
あ
り
、
採
れ
た

て
野
菜
や
宇
和
海
鮮
魚
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
並
び

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。訪
れ
た
人
た
ち
は
、

店
主
と
の
や
り
と
り
を
楽
し
み
な
が
ら
商
品
を
手

に
取
っ
た
り
、
足
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
食
べ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
軽
ト
ラ
市
は
、
２
月
末
と
３
月
末
に
も
開

催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
商
工
会
は
、
さ
ら
な
る

集
客
に
よ
っ
て
商
工
業
の
振
興
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
真
打
ち
競
演
」
公
開
収
録

２
10

　

２
月
10
日
㈮
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
「
真
打
ち
競
演
」
の
公

開
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局
と
町
が
主
催
と
な
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
大
雪
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、抽
選
に
よ
り
当
選
さ
れ
た
２
３
３
名
の
方
が
観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
「
真
打
ち
競
演
」
は
落
語
、
漫
才
、
漫
談
等
、
そ
の
道
の
芸
を
極
め
た
真
打
ち
が
毎
週
３

組
出
演
し
、
珠
玉
の
話
芸
を
披
露
す
る
番
組
で
、
今
回
は
、
１
本
目
に
新に
い

山や
ま

ひ
で
や
・
や

す
こ
さ
ん
、
ケ
ー
シ
ー
高た
か

峰み
ね

さ
ん
、
柳り
ゅ
う

亭て
い

燕え
ん

路じ

さ
ん
、
２
本
目
に
、
東あ
ず
ま

京き
ょ
う

丸ま
る

・
京き
ょ
う

平へ
い

さ
ん
、

ぴ
ろ
き
さ
ん
、
柳り
ゅ
う

亭て
い

市い
ち

馬ば

さ
ん
の
出
演
が
あ
り
ま
し
た
。
演
芸
界
選
り
す
ぐ
り
の
出
演
者

に
よ
る
演
芸
は
、
来
場
者
を
常
に
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
松
野
町
を
話
題
に

し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
会
場
は
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
収
録
は
、
次
の
日
程
で
放
送
予
定
で
す
。
是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

【
１
本
目
】
４
月
１
日
㈯　
　
【
２
本
目
】
４
月
８
日
㈯

10
時
５
分
〜
10
時
55
分　
《
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
》

森 の国だより

トリを演じた、柳亭市馬さん
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平
成
29
年
松
野
町
消
防
出
初
式

２
12

　

２
月
12
日
㈰
、
森
の
国
ド
ー
ム
で
平
成
29
年
松
野
町
消
防
出
初

式
が
行
わ
れ
、
岡
本
団
長
以
下
１
２
５
名
の
団
員
が
町
内
外
か
ら

の
来
賓
約
90
名
が
見
守
る
中
、
人
員
・
姿
勢
・
服
装
点
検
な
ど
、

機
敏
な
動
作
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に
対
し
て
、
県

知
事
表
彰
を
は
じ
め
と
し
た
各
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
、
観
閲
官
訓

示
・
講
評
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
第
２
分
団
加か

賀が

田た

幸こ
う

二じ

副
分
団
長
が
「
今
後
も
一
層
訓
練
に
励
み
、
火
災
や
風

水
害
等
、
各
種
災
害
に
備
え
、
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
、
一
致
団
結
し
て

最
善
を
尽
く
し
ま
す
。」
と
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

岡
本
団
長
は
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
大
規
模
災
害
等
で

の
、
消
防
団
の
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

町
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防
団
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
無
火
災
に
消
防
団
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
数
は
、
全
国
的
に
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
町
消
防
団

で
は
伝
統
あ
る
消
防
団
活
動
の
維
持
及
び
そ
の
洗
練
さ
れ
た
技
術

を
後
世
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
団
員
確
保
に
向
け
た
取
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
１
６
３
名
の
団
員
が
各
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま

す
が
、
充
足
率
は
81
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
で
は
随
時
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
活
動

に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
消
防
団
事
務
局
（
総
務
課
危
機
管
理
室
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
危
機
管
理
室　

☎
42
・
１
１
１
１

森 の国だより

出初式表彰者一覧
愛媛県知事表彰　功労章
第２分団 加賀田幸二 副分団長

愛媛県消防協会長表彰　功績章
第１分団第１部 中井　和彦 班　長
第１分団第３部 一文字智人 班　長

愛媛県消防協会長表彰　勤続章
第２分団第２部 森田　広志 部　長 勤続15年以上
第３分団第１部 吉本　純二 団　員 　　〃
第２分団第３部 久保　　賢 団　員 勤続10年以上
第３分団第２部 金谷　博幸 団　員 　　〃
第１分団第３部 大野　正太 団　員 　　〃

愛媛県消防協会長表彰　規律章
本　　　　部 平野　貴美 団　員

宇和島地区消防団連合会長表彰　優良消防団員
第３分団第３部 西村　典高 団　員
第３分団第３部 豊永　雄大 団　員
第１分団第２部 谷口　　修 団　員
第１分団第３部 山本裕一郎 団　員
第１分団第１部 重松　良麻 団　員
第１分団第３部 山下　敬之 団　員
第２分団第２部 古谷　英樹 団　員
第３分団第１部 太田　恒吉 団　員
第３分団第１部 石川　雄一 団　員

松野町長表彰　優良消防団員
第１分団第３部 山田　慎一 団　員
第１分団第２部 中平　紀之 団　員
第２分団第３部 松崎　寛史 団　員
第３分団第１部 有馬　宗佑 団　員
第２分団第２部 井上　優二 団　員
第３分団第２部 川原　　俊 団　員
第３分団第２部 松比良　悠 団　員

消防委員会表彰
優良分団 第２分団第３部

松野町消防団長表彰　精勤賞
第　１　分　団 綱崎　　清 分団長 勤続30年
第１分団第１部 中井　和彦 班　長 勤続25年
第３分団第２部 金谷　恒夫 団　員 　　〃
第１分団第１部 金谷　健行 団　員 勤続20年
第２分団第１部 松田　幸浩 団　員 　　〃
第２分団第３部 毛利　伸彦 団　員 　　〃
第３分団第１部 役　　和久 団　員 　　〃
第２分団第１部 加形　彰朗 班　長 勤続15年
第２分団第２部 森田　広志 部　長 　　〃
第１分団第１部 細川　洋一 団　員 　　〃
第１分団第３部 上川　政彦 部　長 　　〃
第３分団第３部 猿屋　洋一 団　員 勤続10年
第１分団第１部 井上　広満 団　員 　　〃
第２分団第３部 芝　　義樹 団　員 　　〃
第２分団第３部 稲澤　　強 団　員 　　〃
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

福
袋
手
に
取
り
軽
き
ほ
う
を
選
る 

赤
松　
　

午
子

初
夢
は
誰
に
も
言
え
ぬ
程
の
も
の 

稲
谷　

キ
ミ
子

風
花
や
山
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
響
き
を
り 

 

上
田　

美
智
子

虎
落
笛
聞
き
つ
つ
眠
り
深
く
な
り 

岡
本　
　

三
葉

今
年
又
降
る
雪
眺
め
老
二
人 

竹
内　

サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
一
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

葛
句
会
　
一
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

嘘
真
っ
赤
い
か
で
忘
れ
ん
年
の
暮 

伊
井　

は
じ
め

七
草
摘
む
水
音
か
す
か
に
絶
え
間
な
く 

伊
藤　
　

富
子

ふ
る
さ
と
の
水
の
豊
か
や
明
の
春 

岡
本　
　

京
子

枇
杷
の
花
巫
子
持
つ
鈴
の
如
く
咲
く 

金
谷　
　

重
子

目
礼
の
挨
拶
う
れ
し
初
句
会 

金
谷　
　

文
惠

雪
付
け
て
出
雲
よ
り
着
く
苗
木
か
な 

谷　
　

き
よ
し

初
空
へ
白
鷺
飛
び
立
つ
峡
日
和 

布　
　
　

康
江

病
院
は
城
の
真
向
ひ
寒
月
光 

ひ
の　

た
い
ら

我
が
病
い
堪
え
て
生
き
な
ん
寒
す
み
れ 

山
下　

ス
ミ
子

　

１
月
18
日
㈬
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
社
か
ら
町
に
６
台
の
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
社
は
台
湾
に
本
社
を
置
く
世
界
的
な
自

転
車
メ
ー
カ
ー
で
す
。
日
本
で
は
今
治
市
在
住
の
門か
ど

田た

基も
と

志し

さ
ん
が
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
選
手
と
し
て
所
属

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
昨
年
「
松
野
四
万
十
バ
イ
ク
レ
ー
ス
（
通
称

Ｍ
Ｓ
Ｂ
Ｒ
）」
が
開
催
さ
れ
全
国
か
ら
２
０
０
名
を
超
え

る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
愛
好
家
が
集
い
、
滑
床
渓
谷
か

ら
高
知
県
黒
尊
渓
谷
を
含
む
最
長
１
３
０
㎞
を
走
り
ま

し
た
。
今
後
は
大
会
を
続
け
な
が
ら
、
豊
か
な
森
林
資

源
の
積
極
的
な
活
用
、
宿
泊
客
の
確
保
や
特
産
品
販
売

の
促
進
、
交
流
人
口
の
増
加
、
町
の
観
光
資
源
や
歴
史

文
化
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
る
門
田
プ
ロ
か
ら
は
、

「
松
野
町
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
聖
地
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
こ
の
自
転
車
を
活
用
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
社
か
ら

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
寄
贈

　

１
月
17
日
㈫
、
町
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
会
長 

曽そ

根ね

藤ふ
じ

光み
つ

さ
ん
が
宇
和
島
警

察
署
か
ら
「
特
殊
詐
欺
等
防

止
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み

は
昨
年
６
月
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
警
察
署
か

ら
「
特
殊
詐
欺
等
防
止
推
進

リ
ー
ダ
ー
」
へ
の
詐
欺
等
に

関
す
る
情
報
提
供
に
よ
り
、

特
殊
詐
欺
や
事
故
に
よ
る
被

害
防
止
に
役
立
て
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
で
は
、
こ
の
活
動
を

通
じ
て
町
民
の
皆
様
が
犯
罪

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意

喚
起
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

松
丸
在
住
の
芝し
ば

五い
す
ず鈴

さ
ん
よ

り
、
戦
時
中
の
父
か
ら
母
に
宛

て
た
手
紙
を
ご
自
身
で
編
集
さ

れ
た
「
戦
場
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

〜
南
京
戦
場
か
ら
の
便
り
〜
」

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
町
民
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

『 

特
殊
詐
欺
等
防
止
推
進
リ
ー
ダ
ー
』

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
！！

本
の
寄
贈

※俳句のポスト投句作品は該当はありませんでした。
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

延
野
々
　
綱
崎
　
久
男
　 

84
歳

蕨
　
生
　
金
谷
加
代
子
　 

74
歳

奥
野
川
　
藤
岡
　
節
子
　 

79
歳

蕨
　
生
　
岡
本
　
光
信
　 

87
歳

吉
　
野
　
金
谷
　
嘉
代
　 

70
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,045世帯（前月比－13世帯）

総人口　4,135人 （前月比－21人）
男1,961人　女2,174人

【１月中の移動】
　　○出　生　０人　○死　亡　７人
　　○転　入　12人　○転　出　26人

平成29年１月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

西
田
　
幸
一
　
　
松
野
町

三
谷
　
弘
和
　
　
大
阪
府
茨
木
市

綱
崎
　
幸
紀
　
　
松
野
町

藤
岡
　
義
人
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

文
化
的
景
観
と
は
、「
地
域
に
特
徴
的
な

生
活
や
生
業
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
景
観

地
」
の
こ
と
で
、
国
民
の
生
活
や
生
業
の

理
解
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
「
当

た
り
前
」
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
実
は

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
土
地
や
生
活
、
生

業
で
あ
り
、
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。
こ

の
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は

の
「
地
域
ら
し
さ
」
を
見
出
す
こ
と
が
文

化
的
景
観
で
す
。

　
「
奥
内
の
棚
田
及
び
農
山
村
景
観
」
は
、

奥
内
川
沿
い
の
山
間
部
に
位
置
す
る
、
江

戸
時
代
中
期
以
降
に
形
成
さ
れ
た
棚
田
を

含
む
４
つ
の
集
落
か
ら
な
る
農
山
村
景
観

で
す
。
調
査
の
結
果
、
地
形
条
件
に
沿
っ

て
谷
部
を
水
田
、
尾
根
部
を
屋
敷
地
、
屋

敷
地
周
辺
を
畑
と
し
て
継
続
し
て
利
用
さ

れ
て
き
た
こ
と
や
、
こ
う
し
た
土
地
の
利

用
に
よ
っ
て
貴
重
な
動
植
物
が
現
在
ま
で

守
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
月
９
日
㈭
、「
奥
内
の
棚
田
及
び
農

山
村
景
観
」
の
重
要
性
が
国
に
認
め
ら
れ
、

重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、「
奥
内
ら
し
さ
」
を
守
り
伝
え
て

い
く
た
め
、
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「奥内の棚田及び農山村景観」榎谷地区の空撮写真

「奥内の棚田及び農山村景観」本谷地区の空撮写真

「奥内の棚田及び農山村景観」下組地区の空撮写真

「奥内の棚田及び農山村景観」遊鶴羽地区の空撮写真

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

「
奥
内
の
棚
田
及
び
農
山
村
景
観
」が
国
重

要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
！



8

Informationお し ら せ

防災コーナー

　火災が多発する時季を迎えるに当たり、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少さ
せるとともに、財産の損失を防ぐことを目的として、全国一斉に春季全国火災予防運動が実施されます。

【実施期間】
３月１日㈬～３月７日㈫
【全国統一防火標語】
｢消しましょう　その火その時　その場所で｣
【重点目標】
　１　住宅防火対策の推進
　２　乾燥時及び強風時火災発生防止対策の推進
　３　放火火災防止対策の推進
　４　 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
　５　製品火災の発生防止に向けた取組みの推進
　６ 　多数の観客等が参加する行事に対する火災予防指導等の徹底
　７　林野火災予防対策の推進

○　住宅火災による死者の発生防止対策の要点

住宅防火いのちを守る７つのポイント
―３つの習慣・４つの対策―

３つの習慣
　○　寝たばこは、絶対やめる。
　○ 　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　○ 　ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
　○ 　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　○ 　寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　○ 　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　○ 　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

宇和島地区の平成28年中の火災は、過去最少となりました。
　平成28年中に発生した火災は、昭和54年の広域消防発足以降最少の27件でした。
　これは、住民の皆さんが、日頃から防火に対して高い関心を持ち、努力した結果だと思います。
　今後とも火の取り扱いには十分注意して、火災のない安全な街づくりをしましょう。

火災から大切な家族と財産を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。
※ 　平成23年６月１日から、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づけられていますが、古くなる
と機器故障や電池切れなどで、正常に作動しないことが考えられます。定期的に作動確認を行い、正常な
状態であるか確認しましょう。

　 　また、住宅用火災警報器は、製造から10年を目安に交換することが推奨されています。作動確認と合わ
せて製造年も確認しましょう。

春季全国火災予防運動
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ
農業委員会だより（３月号）

　

水
稲
の
農
作
業
を
受
託
す
る
際
の
参
考
と
す
る
た

め
に
、
町
農
作
業
受
託
事
業
連
絡
協
議
会
が
作
業
料

金
を
定
め
て
い
ま
す
。
当
協
議
会
は
松
野
町
の
農
作

業
受
託
者
が
技
術
の
向
上
並
び
に
連
携
を
図
る
こ
と

で
地
域
農
業
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
左
記
料
金
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
料
金
表
は
参
考
の
作
業
料
金
で
す
。
実
際
の

金
額
は
双
方
の
協
議
に
よ
り
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
変
形
田
や
倒
伏
田
等
、
圃
場
や
水
稲
の
状

況
に
よ
り
別
途
料
金
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　
　

☎
42
・
１
１
１
４

農
作
業
受
託
に
関
す
る

作
業
料
金
に
つ
い
て

作業内容 作業料金 備　考

荒起こし 12,000円

田10ａあたり

中すき 7,000円

代かき 14,000円

田植え 8,000円

稲刈り 20,000円

乾　燥 1,300円
米60㎏あたり

籾摺り 700円

農作業受託に関する作業料金表

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
に
つ
い
て

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
１
日
（
１
日
が
土
日
祝
日
の

場
合
は
、
次
の
平
日
）
に
保
健
師
に
よ
る
、
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
事
や
不
安
を
１
人
で
抱
え
こ
む
と
、
気
持
ち
が
落
ち

込
ん
だ
り
、イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
が
長
く
続
く
と
不
眠
や
う
つ
病
な
ど
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。「
不
安
や
困
り
事
を
聞
い
て
欲

し
い
」「
眠
れ
な
い
」「
家
族
の
様
子
が
心
配
だ
」
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
事
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
悩
み
や
気
が
か
り

に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
電
話
相
談

も
可
能
で
す
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

毎
月
１
日
以
外
で
も
、
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
が
、
保
健
師
が
不
在
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
福
祉
課　

☎
42
・
０
７
０
８

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
３
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
３
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
３
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

予
備
自
衛
官
補
募
集

　

次
の
要
領
で
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。

　

予
備
自
衛
官
補
は
、
一
般
の
社
会
人
や
学
生
な
ど
自
衛
官

未
経
験
者
を
公
募
・
採
用
し
、
所
定
の
教
育
訓
練
終
了
後
、「
予

備
自
衛
官
」
と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

【
応
募
資
格
】

　

⑴
一
般　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

　

⑵
技
能　

18
歳
以
上
最
高
55
歳
未
満

　
　
　
　
　
（
国
家
免
許
資
格
等
の
保
有
者
）

【
試
験
日
】

　

⑴
一
般　

４
月
16
日
㈰

　

⑵
技
能　

４
月
15
日
㈯
・（
16
日
㈰
）

【
試
験
場
】

　

⑴
一
般　

陸
自 

松
山
駐
屯
地

　

⑵
技
能　

陸
自 

善
通
寺
（
伊
丹
）
駐
屯
地

【
受
付
締
切
】

４
月
７
日
㈮　

※
締
切
日
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

（
宇
和
島
駅
西
隣
り
キ
ヨ
ス
ク
ビ
ル
１
階
）

☎
23
・
５
４
３
１

不
動
産
競
売
事
件
を
取
り
扱
う
裁
判
所
の

変
更
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
か
ら
、
県
下
の
不
動
産
競
売
事
件
は
、
す
べ
て

松
山
地
方
裁
判
所
本
庁
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
変
更
に
伴
い
、
西
条
支
部
、
宇
和
島
支
部
を
管
轄
す
る
物

件
の
不
動
産
競
売
申
立
書
の
受
付
や
競
売
物
件
を
買
い
受
け

る
た
め
の
入
札
は
、
松
山
地
方
裁
判
所
本
庁
に
お
い
て
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
地
方
裁
判
所
不
動
産
執
行
係

☎
０
８
９
・
９
０
３
・
４
３
５
５

又
は
０
８
９
・
９
０
３
・
４
３
５
６
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Informationお し ら せ

○お済みですか　確定申告
　 　確定申告は、もうお済みですか。まだ済んでいない
人は、お急ぎください。

　 　期限を過ぎて申告や納税をされますと、本税のほか
に加算税や延滞税が必要になる場合がありますのでご
注意ください。

○申告と納税は期限内に
　　確定申告による申告と納税の期限は次のとおりです。
　　期限内に申告と納税をお済ませください。
　　　所得税及び復興特別所得税　３月15日㈬
　　　贈与税　　　　　　　　　　３月15日㈬
　　　消費税及び地方消費税　　　３月31日㈮

　 　所得税及び復興特別所得税と消費税及び地方消費税
は、期限内に「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依
頼書」を提出することにより、振替納税を利用するこ
とができます。

　 　振替納税をご利用の人は、届け出た預貯金口座の残
高を確認してください。

　　　振替日　所得税及び復興特別所得税　４月20日㈭
　　　　　　　消費税及び地方消費税　　　４月25日㈫

○マイナンバーの記載にご注意ください
　 　所得税及び贈与税の申告書につきましては、平成28
年分以降の申告書から、消費税の確定申告書につきま
しては、平成28年１月１日以降に開始する課税期間に
係る申告書から、申告されるご本人や控除対象配偶者、
扶養親族及び事業専従者などのマイナンバーの記載
と、申告されるご本人の本人確認書類の提示又は写し
の添付が必要となりますのでご注意ください。
　 　また、郵送などによる提出の際には本人確認書類の
写しの添付をお願いします。

　※　【本人確認書類の例】
　　例１　マイナンバーカード（表面と裏面の両方）
　　例２　通知カード ＋ 運転免許証　など

　ご不明な点があれば、お気軽にお問い合わせください。
　　宇和島税務署　　　宇和島市堀端町１番38号
　　代表電話　　　　　（0895）22－4511
　　（ 電話をおかけいただくと、自動音声でご案内しますので、

案内に従って、ご用件の番号を選択してください。）

＜宇和島税務署からのお知らせ＞

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予

防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
28
年
度
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
お
知
ら
せ
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
接
種
期
限
が
３
月
31
日
ま
で

と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
医
療
機
関
に
予
約
を
し
、
体
調
の
良
い
時
に
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課　

☎
42
・
０
７
０
８

年齢 生年月日

65 S26.４.２～S27.４.１

70 S21.４.２～S22.４.１

75 S16.４.２～S17.４.１

80 S11.４.２～S12.４.１

85 S６.４.２～S７.４.１

90 T15.４.２～S２.４.１

95 T10.４.２～T11.４.１

100 T５.４.２～T６.４.１

【平成28年度対象者】

四
国
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
開
幕
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
３
ヶ
月
間
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
６
社
（
北
海
道
・
東
日
本
・
東
海
・
西
日
本
・
四
国
・
九
州
）

の
協
力
に
よ
り
、
全
国
か
ら
四
国
へ
の
観
光
の
Ｐ
Ｒ
、
送
客

を
行
う
、「
四
国
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
四

国
Ｄ
Ｃ
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
四
国
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

14
年
ぶ
り
と
な
り
、
期
間
中
、
魅
力
あ
る
観
光
素
材
を
求
め

て
多
く
の
方
が
四
国
を
訪
れ
ま
す
。

　

四
国
の
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、「
四
国
は
す
ば
ら

し
い
観
光
地
」
と
思
っ
て
、
そ
の
後
何

度
も
四
国
へ
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
国
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
造
機
構

☎
０
８
７
・
８
１
３
・
０
４
３
１

愛
媛
県
版
イ
ク
ボ
ス
「
ひ
め
ボ
ス
」

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！ 

〜
変
わ
る
、
変
え
る
。
愛
媛
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
〜

　

愛
媛
の
活
性
化
を
願
い
、
愛
媛

で
働
く
人
を
応
援
す
る
上
司
「
ひ

め
ボ
ス
」を
推
進
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
ひ
め
ボ

ス
」
は
優
秀
な
人
材
の
確
保
や
業

務
の
効
率
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

県
内
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に

宣
言
を
し
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
３
２

県
政
モ
ニ
タ
ー
（
一
般
モ
ニ
タ
ー
）
募
集

　

県
で
は
、
県
民
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
な
ど
を
行
う
「
県
政
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
愛
媛
が
大
好
き
な
方
、

県
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
県
政
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

１
月
30
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈬

【
応
募
方
法
】

応
募
様
式
を
メ
ー
ル
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
広
報
広
聴
課　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
８

メ
ー
ル kohokocho@

pref.ehim
e.lg.jp
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

年金が、本当に「カット」されるのか？ どんな改革なのか？年金の将来が、どのように安定していくのか？
などについて、数回に分けてお知らせします。

「年金の仕組み」をもう一度

私たちの年金はどうなるの？

　公的年金は、現役で働く世代が高齢者などを支え、社会全体で安心を提供するもの

です。

　20歳以上の全ての人が加入する国民年金と、会社員や公務員が加入する厚生年金の

２階建て※１になっています。

※１ 　個人や企業で、上乗せの「私的年金」に加入している場合、「３階建て」になります。

　現役世代が払う保険料を年金給付に充てる「仕送り」（賦課方式）が制度の基本です。

保険料以外にも、税金（基礎年金の1/2）と積立金が給付に充てられます。

　現在、高齢化と少子化が急速に進み、受給世代に対する現役世代の割合が低下して

います。この状況下でも、将来にわたって持続的で安心できる仕組みとなるよう、平

成16年に｢マクロ経済スライド」※２を導入しました。

①　年金をすでに受け取っている方（年金受給者）

Ｑ．今回の改革により、年金額は減るのですか。

Ａ ．賃金と物価が上がっている経済状況では、今回の改革によるルールが発動されることはなく、年金額は減りません。
　　政府は、アベノミクスにより経済再生に全力で取り組んでいます。

Ｑ．経済再生に取り組んでいるのにルールを変えるのはなぜですか。

Ａ ．将来、リーマンショックのような想定外の事態が発生し、賃金が下がり、物価変動を下回る場合には、賃金変動に合わ
せて年金額を改定します（平成33年４月～）。
　 　このようにルールを変えなければ、現在の年金支払によって、将来世代のための積立金が予定以上に取り崩され、現役
世代が将来受け取る年金の水準が低下します。

Ｑ．年金だけでは生活が困難ですが、低所得者への支援はあるのですか。

Ａ ．年金を含めても所得が低く援助を要する方には、新たに「福祉的な給付」（年最大６万円）がスタートします（平成31
年10月予定）。 

※２　現役世代が負担する保険料水準は固定した上で、現役世代の減少や寿命の伸びに応じ、物価や平均賃金の伸びを一部差し引いて年金給付の水準を調整す
る仕組みです。前年度より年金額が下がる調整は行いませんが、平成30年４月からは、物価・賃金が上昇した際に、過去の未調整分も繰り越して調整します。

　生活にお困りの方は、各地に自立支援のための相談窓口がありますので、お住まいの都道府県や市区町村にお問い合わせください。また、
年金や資産などを活用しても生活が困難な方は、生活保護を受けられる場合がありますので、お近くの福祉事務所等にご相談ください。

　次回以降の記事は、　「② もうじき年金を受給される方」、「③ 現役で働いている方」、「④ 60歳未満で職に就いて
いない方」、「⑤ 将来の年金を増やしたい方」の内容で掲載いたします。

年金請求等の手続きについてのお問い合わせは、「ねんきんダイヤル」まで

月曜日（月曜が休日の場合は、休日明けの初日）／８時30分～19時火～金曜日／８時30分～17時15分
第２土曜日／９時30分～16時
◎土曜・日曜・祝日（第２土曜を除く）、
　12月29日から１月３日はご利用いただけません。

☎0570－05－1165 050で始まる電話でおかけになる場合は☎03－6700－1165

 
 第１回

検索年金機構

年金改革法が成立しました（平成28年12月）

 文書やFAXでの年金相談も可能です。
詳しくは
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〒
７
９
８｜

２
１
９
２ 

愛
媛
県
北
宇
和
郡
松
野
町
大
字
松
丸
３
４
３

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
１

発　

行
／
松
野
町
役
場　
　

編　

集
／
総
務
課

３月の森の国行事予定表

日 曜
日 予　　定

１ 水

２ 木

３ 金

４ 土 松野町の医療を考える講演会／松野町コミュニティセンター

５ 日 当しませ医院☎27-1888当和霊町松浦内科☎23-1510
当 上田小児科・外科☎25-0100当 鬼北町国保愛治診療所☎46-0005

６ 月

７ 火

８ 水

９ 木

10 金

11 土

12 日 県クラブ対抗駅伝競走大会 当 ますだクリニック☎23-6611当 田中循環器科内科☎22-0504
当こおり小児科☎24-5633当 口羽外科胃腸科医院☎32-5000

13 月

14 火

15 水

16 木 中学校卒業式

17 金

18 土

19 日 当二宮整形外科☎25-8600当 宇都宮内科胃腸科☎25-7228
当 やくしじこどもクリニック☎24-1386当市立津島病院☎32-2011

20 月 当小川クリニック☎23-3599当 吉田内科泌尿器科医院☎25-1330
当山下小児科☎23-0055当 町立北宇和病院☎45-3400

21 火

22 水

23 木 小学校卒業式

24 金 小・中学校修了式

25 土 保育園卒園式

26 日 当 上甲外科クリニック☎25-5811当 松澤循環器科内科☎25-5858
当こばやし小児科☎23-1150当松﨑クリニック☎58-4828

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

可　燃　物

月 町内全域

火

水 町内全域

木

金 町内全域

不　燃　物

月

火 豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

古　紙　類

月

火

水 豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

木

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※葛川地区は第１金曜日
　上家地地区は第１水曜日

※葛川地区は第１・第３木曜日
　上家地地区は第１・第３火曜日

※葛川地区は毎週水曜日
　上家地地区は毎週月・金曜日

ごみ収集日程表

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！

U
R
L :http

://w
w
w
.tow

n.m
atsuno.ehim

e.jp/
E
-m
ail:m

-soum
u@
tow
n.m
atsuno.ehim

e.jp

※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。
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